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今
年
一
〇
月
一
日
、
北
京
で
建
国
七
〇
周
年
記
念
大
会
が
開
催
さ

れ
、
軍
事
パ
レ
ー
ド
と
民
衆
の
行
進
が
行
わ
れ
た
。
大
会
に
お
け
る

習
近
平
国
家
主
席
の
講
話
が
拍
子
抜
け
す
る
く
ら
い
に
短
か
っ
た
こ

と
が
話
題
に
な
っ
た
が
、
一
方
で
、「
今
日
、
社
会
主
義
中
国
は
世

界
の
東
方
に
巍ぎ

ぜ
ん然
と
そ
び
え
立
ち
、
い
か
な
る
勢
力
も
わ
れ
わ
れ
の

偉
大
な
祖
国
の
地
位
を
揺
る
が
す
こ
と
は
で
き
ず
、
中
国
人
民
お
よ

び
中
華
民
族
の
前
進
の
歩
み
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う

表
現
は
、
中
国
が
米
国
に
対
抗
す
る
意
図
を
鮮
明
に
打
ち
出
し
た
も

の
だ
と
受
け
止
め
ら
れ
た
。

　

そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
か
っ
た
主
要
な
相
手
は
中
国
国
民
だ

ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
国
際
社
会
に
向
け
て
中
国
の
威
容
を
示
す
こ
と

は
、
軍
事
パ
レ
ー
ド
の
重
要
な
目
的
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
世

界
の
東
方
で
あ
る
ア
ジ
ア
に
は
中
国
が
そ
び
え
立
ち
、
西
方
に
は
米

国
が
そ
び
え
立
つ
、
す
な
わ
ち
米
国
と
中
国
が
世
界
に
並
び
立
つ
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
、
中
国
国
民
に
示
す
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
。

　

す
で
に
減
速
し
て
い
た
中
国
経
済
の
状
況
は
、
米
国
の
圧
力
を
受

け
て
、
よ
り
悪
化
し
て
い
る
。
経
済
が
悪
化
す
れ
ば
国
内
に
不
満
が

溜
ま
り
、
社
会
が
不
安
定
化
し
か
ね
な
い
。
習
近
平
指
導
部
は
、
国

内
で
批
判
さ
れ
、
自
ら
の
権
威
が
低
下
す
る
の
を
避
け
る
た
め
に
、

中
国
共
産
党
が
中
国
を
発
展
さ
せ
て
き
た
こ
と
と
、
米
国
の
妨
害
を

排
除
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ

る
。

　

そ
の
意
図
を
示
す
か
の
よ
う
に
、
こ
の
軍
事
パ
レ
ー
ド
で
は
、
儀

仗
隊
が
党
旗
、
国
旗
、
軍
旗
を
掲
げ
て
行
進
し
た
。
共
産
党
が
中
国

笹
川
平
和
財
団
上
席
研
究
員

小
原
凡
司

情
報
技
術
、
無
人
機
、
超
音
速
巡
航
ミ
サ
イ
ル
。

軍
事
パ
レ
ー
ド
か
ら
、
中
国
最
新
軍
事
技
術
の
ト
レ
ン
ド
と

対
米
軍
事
戦
略
が
読
み
取
れ
る
。

と
同
時
に
、
国
内
向
け
共
産
党
統
治
の
正
当
化
宣
伝
な
ど
、

内
政
の
複
雑
な
事
情
も
垣
間
見
え
る
。

中
国
・
建
国
七
〇
周
年

軍
事
パ
レ
ー
ド
に
見
る
技
術
革
新

お
は
ら　

ぼ
ん
じ　

一
九
八
五
年
防
衛
大
学
校
卒
、

九
八
年
筑
波
大
学
大
学
院
（
地
域
研
究
研
究
科
）

修
了
（
修
士
）。
八
五
年
海
上
自
衛
隊
入
隊
、
回
転

翼
操
縦
士
に
。
第
一
〇
一
飛
行
隊
長
、
第
二
一
航
空

隊
司
令
、
在
北
京
日
本
大
使
館
防
衛
駐
在
官
（
海

軍
武
官
）、
防
衛
省
海
上
幕
僚
監
部
情
報
班
長
な

ど
を
歴
任
。
東
京
財
団
研
究
員
な
ど
を
経
て
現
職
。

著
書
に
『
曲
が
り
角
に
立
つ
中
国
』
な
ど
。
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と
い
う
国
家
の
発
展
を
指
導
し
、
人
民
解
放
軍
が
そ
の
発
展
を
支
え

る
と
い
う
中
国
共
産
党
の
主
張
を
表
現
す
る
か
の
よ
う
な
演
出
で
あ

る
。
ち
な
み
に
、
建
国
六
〇
周
年
お
よ
び
五
〇
周
年
を
記
念
す
る
軍

事
パ
レ
ー
ド
で
は
、
儀
仗
隊
は
軍
旗
し
か
掲
げ
て
い
な
い
。

共
産
党
統
治
の
正
統
性
を
誇
示
す
る
民
衆
の
行
進

　

ま
た
、
軍
事
パ
レ
ー
ド
に
引
き
続
い
て
民
衆
が
行
進
し
た
。
こ
の

行
進
は
、
予
想
以
上
に
大
規
模
で
あ
っ
た
。
三
六
の
方
陣
（
四
角
形

の
陣
形
を
し
た
部
隊
）、三
つ
の「
情
境
式
行
進（
ダ
ン
ス
や
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
伴
う
行
進
）」、
三
四
の
各
省
、
直
轄
市
、
自
治
区
ご
と
の

山
車
が
、
約
一
時
間
を
か
け
て
行
進
し
た
の
だ
。

　

民
衆
の
行
進
は
、
共
産
党
が
国
民
に
見
せ
た
い
中
華
人
民
共
和
国

の
歴
史
と
未
来
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
民
衆
の
行
進
に
は
、
毛

沢
東
元
主
席
の
肖
像
画
と
「
堅
持
毛
沢
東
思
想
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
、
鄧
小
平
氏
の
肖
像
画
と
「
堅
持
鄧
小
平
理
論
」、
江
沢
民
元
主

席
の
肖
像
画
と
「
堅
持
『
三
ケ
代
表
』
重
要
思
想
」、
胡
錦
濤
元
主

席
の
肖
像
画
と
「
堅
持
科
学
発
展
観
」、
さ
ら
に
、
習
近
平
主
席
の

肖
像
画
と
「
貫
徹
習
近
平
新
時
代
中
国
特
色
社
会
主
義
思
想
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
た
方
陣
も
行
進
し
た
。

　

軍
事
パ
レ
ー
ド
に
匹
敵
す
る
規
模
で
実
施
さ
れ
た
民
衆
の
行
進
を

見
れ
ば
、
習
近
平
指
導
部
が
、
中
国
共
産
党
の
偉
大
さ
と
統
治
の
正

し
さ
を
国
民
に
示
す
た
め
に
、
演
出
さ
れ
た
熱
狂
と
と
も
に
中
国
共

産
党
領
導
の
歴
史
を
展
開
し
た
も
の
だ
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

パ
レ
ー
ド
で
情
報
関
連
技
術
を
誇
示

　

民
衆
の
行
進
の
前
に
実
施
さ
れ
た
軍
事
パ
レ
ー
ド
も
、
そ
の
陣
容

を
見
れ
ば
、
強
大
な
軍
事
力
を
率
い
る
共
産
党
の
能
力
を
国
民
に
示

す
と
い
う
中
国
共
産
党
の
意
図
を
理
解
で
き
る
。
今
回
の
特
徴
は
、

米
国
の
妨
害
を
排
除
す
る
能
力
を
誇
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
パ

レ
ー
ド
を
中
継
し
た
中
国
中
央
電
視
台
（
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
）
は
、
パ
レ
ー

ド
し
た
武
器
装
備
品
の
四
〇
％
が
初
め
て
公
開
さ
れ
る
も
の
だ
と
紹

介
し
て
い
る
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
初
め
て
参
加
し
た
「
情
報
作
戦
」
隊
で
あ
る
。

中
国
メ
デ
ィ
ア
は
、
情
報
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
の
急
速
な
発
展
に

伴
い
、
情
報
作
戦
は
平
時
か
ら
未
来
へ
の
戦
争
を
も
貫
く
一
種
の
全

く
新
し
い
作
戦
様
式
で
あ
る
と
し
、
情
報
作
戦
部
隊
を
、
情
報
化
時

代
の
新
型
作
戦
力
量
と
紹
介
し
た
。
情
報
作
戦
の
主
要
な
手
段
は
、

電
子
戦
、
情
報
戦
、
指
揮
管
制
戦
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
戦
、
心
理
戦
等

で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
、
自
己
の
作
戦
情
報
シ
ス
テ
ム
の
安
全
を
保

護
し
つ
つ
、
敵
の
同
シ
ス
テ
ム
を
破
壊
し
、
あ
る
い
は
敵
に
よ
る
情

報
の
取
得
、
処
理
、
共
有
、
そ
し
て
使
用
能
力
を
低
下
さ
せ
る
こ
と

で
あ
る
。
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「
情
報
作
戦
」
第
一
隊
に
は
、
情
報
偵
察
、
情
報
妨
害
等
の
情
報
作
戦

に
従
事
す
る
装
備
を
搭
載
し
た
車
両
が
含
ま
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
装

備
に
つ
い
て
中
国
メ
デ
ィ
ア
は
、
中
国
が
自
主
研
究
開
発
し
た
新
世

代
の
情
報
戦
装
備
で
あ
り
、
ノ
ー
ド
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
結
節
点
）

を
撃
破
し
、
シ
ス
テ
ム
の
機
能
麻
痺
を
引
き
起
こ
す
等
の
性
能
を
有

し
て
い
る
と
報
じ
て
い
る
。

  

「
情
報
作
戦
」
第
二
隊
は
、
陸
軍
の
電
子
対
抗
旅
団
を
主
に
形
成
さ

れ
、
新
型
の
装
備
と
し
て
偵
察
妨
害
車
お
よ
び
区
域
封
鎖
式
妨
害
車

な
ど
が
行
進
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
柔
軟
性
が
高
く
、
機
動
性
に
優
れ

る
と
い
う
特
長
を
持
っ
た
電
子
対
抗
装
備
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

 

「
情
報
作
戦
」
第
三
隊
は
、
ス
ペ
ク
ト
ル
検
出
車
、
無
線
通
信
・
衛

星
通
信
車
、
散
乱
波
通
信
車
等
、
一
六
輌
の
中
国
国
産
の
新
型
装
備

か
ら
な
り
、
中
国
機
動
通
信
装
備
研
究
開
発
の
最
新
の
成
果
で
あ
る

と
い
う
。
こ
れ
ら
装
備
は
、
通
信
距
離
が
長
く
、
伝
達
容
量
が
大
き

く
、
機
能
が
多
く
、
情
報
化
の
程
度
や
電
波
妨
害
へ
の
抗こ

う
た
ん堪
性
（
攻

撃
に
耐
え
、機
能
を
維
持
す
る
能
力
）
が
高
い
と
い
う
特
長
を
持
ち
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
シ
ス
テ
ム
の
統
合
作
戦
、
全
域
作
戦
能
力
を
向

上
さ
せ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
中
国
が
い
う
「
全
域
」
は
、
日
本
や
米

国
が
言
う
「
マ
ル
チ
・
ド
メ
イ
ン
」
と
は
少
し
意
味
合
い
が
異
な
る
。

陸
、
海
、
空
、
宇
宙
、
電
磁
波
、
サ
イ
バ
ー
と
い
っ
た
空
間
で
展
開

さ
れ
る
と
い
う
点
で
は
同
様
だ
が
、
主
要
な
意
味
は
、
物
理
的
領
域
、

情
報
領
域
、
知
識
領
域
お
よ
び
心
理
領
域
の
戦
闘
を
す
べ
て
含
む
概

念
だ
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。

 

「
情
報
作
戦
」
第
四
隊
は
、
気
象
水
文
観
測
車
、
地
形
測
量
車
、
予

報
保
障
車
、
測
量
航
法
援
助
情
報
サ
ー
ビ
ス
車
等
が
参
加
し
た
。
同

隊
は
戦
略
支
援
部
隊
が
編
制
し
て
お
り
、
戦
略
支
援
部
隊
の
任
務
の

内
容
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　

こ
う
し
た
中
国
人
民
解
放
軍
の
情
報
化
は
、
中
国
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術

の
向
上
と
デ
ジ
タ
ル
化
の
流
れ
を
汲
み
、
二
〇
一
五
年
に
発
表
さ
れ

た
「
中
国
製
造
２
０
２
５
」
お
よ
び
一
七
年
の
「
新
一
代
人
工
知
能

発
展
計
画
的
通
知
」
に
も
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
民
解

放
軍
が
用
い
る
最
新
技
術
は
、
必
ず
し
も
自
国
で
開
発
さ
れ
た
も
の

だ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
。
米
国
メ
デ
ィ
ア
に
よ
れ
ば
、
習
近
平
主
席

は
、「
軍
民
融
合
」
戦
略
の
一
環
と
し
て
、
民
間
企
業
に
対
し
て
国

防
契
約
に
応
札
す
る
よ
う
求
め
、
民
間
企
業
が
取
得
し
た
外
国
の
技

術
の
軍
事
転
用
を
進
め
て
い
る
。

Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
で
進
化
す
る
無
人
機

　

さ
ら
に
海
外
メ
デ
ィ
ア
の
関
心
を
集
め
た
の
が
三
つ
の
無
人
機
の

部
隊
で
あ
る
。「
無
人
作
戦
」
第
一
隊
は
、
主
と
し
て
偵
察
無
人
機

の
部
隊
で
あ
り
、
戦
場
偵
察
、
目
標
定
位
、
火
砲
射
撃
補
正
、
火
砲

射
撃
誘
導
、
射
撃
効
果
評
価
等
の
機
能
を
有
す
る
高
空
高
速
偵
察
無
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人
機
、
偵
察
射
撃
誘
導
・
補
正
無
人
機
、
中
距
離
無
人
機
お
よ
び
小

型
近
距
離
無
人
機
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
、
黒
く
塗
装
さ

れ
、
見
る
か
ら
に
高
速
で
飛
行
で
き
る
形
状
を
し
た
「
無
偵
８
（
Ｄ

Ｒ—

８
）」
は
観
衆
の
注
目
を
浴
び
た
。

 

「
無
人
作
戦
」
第
二
隊
は
、「
攻
撃
２
」
無
人
機
、「
攻
撃
11
」
無
人

機
お
よ
び
対
輻
射
無
人
機
か
ら
構
成
さ
れ
た
。「
攻
撃
11
」
は
制
空

権
を
獲
る
た
め
の
突
撃
、
制
圧
防
空
等
の
作
戦
任
務
を
行
う
こ
と
が

可
能
で
あ
る
と
さ
れ
る
。「
攻
撃
11
」
は
、
米
国
の
Ｂ—

２
爆
撃
機

に
よ
く
似
た
形
状
の
全
翼
機
で
あ
り
、
空
母
か
ら
の
運
用
が
想
定
さ

れ
て
い
る
。
対
輻
射
無
人
機
は
、
敵
の
早
期
警
戒
探
知
・
指
揮
通
信

シ
ス
テ
ム
を
制
圧
す
る
機
能
を
有
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。

 

「
無
人
作
戦
」
第
三
隊
は
、
偵
察
・
妨
害
の
た
め
の
無
人
機
部
隊
で

あ
る
。
こ
れ
ら
無
人
機
は
、
電
磁
波
に
よ
る
制
圧
お
よ
び
妨
害
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
敵
地
近
く
の
海
洋
か
ら
情
報
収
集

す
る
た
め
の
Ｈ
Ｓ
Ｕ
０
０
１
無
人
潜
水
艇
も
登
場
し
た
。

　

注
目
を
集
め
た
の
は
形
状
だ
け
で
は
な
い
。
中
国
メ
デ
ィ
ア
は
、

無
人
化
お
よ
び
Ａ
Ｉ
化
は
未
来
の
戦
争
の
趨
勢
で
あ
り
、
ま
さ
に
い

ま
、
戦
争
の
形
態
を
劇
的
に
変
化
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
、
と
述
べ

て
い
る
。
中
国
は
、
情
報
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
お
よ
び
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
技
術
を
軍
の
武
器
装
備
品
に
も
応
用
し
て
い
る

の
だ
。「
攻
撃
11
」
の
上
部
に
は
衛
星
通
信
用
の
ア
ン
テ
ナ
を
見
て

取
る
こ
と
も
で
き
、
宇
宙
を
利
用
し
た
サ
イ
バ
ー
空
間
が
無
人
機
の

運
用
を
支
え
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

新
技
術
が
核
抑
止
の
ル
ー
ル
を
変
え
る

　

軍
事
パ
レ
ー
ド
の
最
後
を
行
進
し
た
の
は
各
種
弾
道
ミ
サ
イ
ル
で

あ
る
。
そ
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
各
部
隊
の
先
頭
を
飾
っ
た
の
が
、
一
六

基
の
Ｄ
Ｆ
（
東
風
）—

17
通
常
弾
頭
ミ
サ
イ
ル
で
あ
っ
た
。
Ｄ
Ｆ—

17
の
弾
頭
部
は
極
超
音
速
滑
空
体
と
な
っ
て
い
る
。
極
超
音
速
と
は

マ
ッ
ハ
五
以
上
の
速
度
を
い
い
、
こ
の
速
度
で
は
通
常
の
翼
形
で
は

揚
力
を
発
生
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
Ｄ
Ｆ—

17
は
、
ウ
ェ
ー
ブ
ラ

イ
ダ
ー
形
状
と
い
う
特
殊
な
形
状
を
し
て
い
る
。
極
超
音
速
飛
翔
体

は
、
米
国
、
ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
等
も
開
発
し
て
い
る
。
米
国
も
繰
り

返
し
極
超
音
速
飛
翔
体
の
飛
行
試
験
を
行
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
完
成

に
至
っ
て
い
な
い
。

　

続
い
て
登
場
し
た
一
六
基
の
Ｄ
Ｆ—

１
０
０
（
長
剣
１
０
０
）
超

音
速
巡
航
ミ
サ
イ
ル
も
、
中
国
の
高
い
技
術
を
示
す
兵
器
で
あ
る
。

Ｄ
Ｆ—

１
０
０
は
、
中
国
第
三
世
代
の
巡
航
ミ
サ
イ
ル
と
言
わ
れ
、

巡
航
速
度
は
マ
ッ
ハ
三
、
最
終
段
階
で
は
マ
ッ
ハ
四
〜
五
に
達
す
る

と
い
う
。
射
程
は
二
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
さ
れ
、
高
度

三
万
メ
ー
ト
ル
以
上
を
飛
行
す
る
。
中
国
メ
デ
ィ
ア
は
、
こ
の
高
度

を
飛
行
す
る
Ｄ
Ｆ—
１
０
０
は
、
各
国
が
開
発
し
て
き
た
戦
闘
機
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で
も
、
ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
で
も
迎
撃
が
困
難
で
あ
り
、
各
国

の
ミ
サ
イ
ル
防
空
網
を
無
効
に
す
る
も
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
Ｄ

Ｆ—
１
０
０
は
通
常
弾
頭
を
搭
載
す
る
が
、
Ｄ
Ｆ—

10
Ａ
よ
り
大

型
化
し
て
い
る
の
で
、
よ
り
大
き
な
弾
頭
が
搭
載
可
能
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
習
近
平
指
導
部
が
、
軍
事
パ
レ
ー
ド
の
中
で
最
も
誇
示

し
た
か
っ
た
兵
器
は
、
Ｄ
Ｆ—

41
（
東
風
）
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル

（
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
）
で
あ
ろ
う
。
一
六
基
の
Ｄ
Ｆ—

41
が
、
軍
事
パ
レ
ー

ド
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
っ
た
。
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
は
、
軍
事
パ
レ
ー
ド
の
中

継
で
、
Ｄ
Ｆ—

41
に
つ
い
て
、「
戦
略
的
均
衡
、
戦
略
的
制
御
、
戦

略
的
決
勝
で
あ
る
東
風
41
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
は
、
我
が
国
戦
略

核
戦
力
の
真
ん
中
に
あ
る
大
黒
柱
で
あ
る
！
」
と
、
他
の
兵
器
よ
り

多
く
の
形
容
表
現
を
付
し
て
紹
介
し
た
。
そ
し
て
、
海
外
の
メ
デ
ィ

ア
も
Ｄ
Ｆ—

41
に
注
目
し
た
。

　

Ｄ
Ｆ—

41
は
、
固
体
燃
料
を
用
い
た
三
段
ロ
ケ
ッ
ト
で
推
進
し
、

射
程
は
一
万
二
〇
〇
〇
〜
一
万
五
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
有
効
積

載
重
量
は
約
二
・
五
ト
ン
で
最
大
一
〇
個
の
、
個
別
に
タ
ー
ゲ
テ
ィ

ン
グ
可
能
な
再
突
入
体
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ｖ
（M

ultiple Independently-
targetable Reentry V

ehicle

）
を
搭
載
可
能
で
あ
る
。
核
弾

頭
の
威
力
は
、
一
五
〇
〇
キ
ロ
ト
ン
Ｔ
Ｎ
Ｔ
相
当
で
あ
る
。
理
論

上
、
Ｄ
Ｆ—

41
は
三
〇
分
以
内
に
米
国
に
到
達
し
、
個
別
に
一
〇

の
都
市
を
狙
う
弾
頭
を
す
べ
て
迎
撃
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
米

国
が
ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
れ
ば
、
中
国
を
は
じ
め
と

す
る
各
国
は
、
そ
の
防
衛
シ
ス
テ
ム
を
か
い
く
ぐ
る
技
術
を
開
発

す
る
。
発
射
ま
で
の
期
間
、
Ｄ
Ｆ—

41
等
の
戦
略
核
兵
器
は
地
下

深
い
掩え

ん
た
い
ご
う

体
壕
に
身
を
潜
め
て
位
置
を
秘
匿
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
固

体
燃
料
を
用
い
る
こ
と
で
兆
候
を
示
す
こ
と
な
く
発
射
ま
で
の
時
間

を
短
縮
し
、
輸
送
起
立
発
射
機
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（T

ransporter Erector 
Launcher

）
に
よ
っ
て
速
や
か
に
展
開
し
、
敵
の
攻
撃
か
ら
の
残

存
性
を
高
め
て
い
る
。

　

研
究
開
発
費
の
高
騰
も
あ
り
、
Ｄ
Ｆ—

41
一
発
あ
た
り
の
価
格

は
、一
〇
億
人
民
元
（
約
一
五
〇
億
円
）
を
下
ら
な
い
と
言
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
核
弾
頭
を
管
理
し
、
Ｔ
Ｅ
Ｌ
で
い
つ
で
も
発
射
地
点
に
移

動
し
発
射
で
き
る
状
態
を
保
つ
必
要
が
あ
る
た
め
、
運
用
・
維
持
費

は
高
額
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
ミ
サ
イ
ル
を
一
六
基
ず
つ

行
進
さ
せ
た
こ
と
は
、
中
国
が
こ
れ
ら
兵
器
の
戦
力
化
を
済
ま
せ
、

大
量
に
実
戦
配
備
し
て
い
る
こ
と
を
誇
示
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
と

い
え
る
。
現
在
の
ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
で
撃
墜
が
難
し
く
、
多

様
化
さ
れ
た
中
国
の
核
兵
力
は
、
核
抑
止
の
新
し
い
枠
組
み
構
築
の

努
力
を
各
国
に
強
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

中
国
の
技
術
開
発
を
支
え
る
権
威
主
義
体
制

　

中
国
の
こ
れ
ら
新
兵
器
は
、
最
新
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
に
よ
っ
て
支
え
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ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
の
兵
器
は
、
Ａ
Ｉ
と
も
連
接
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。
中
国
国
防
系
メ
デ
ィ
ア
は
、
二
〇
五
〇
年
ま
で

に
Ａ
Ｉ
独
自
の
判
断
に
よ
り
無
人
機
が
作
戦
を
展
開
す
る
よ
う
に
な

る
と
い
う
米
側
の
分
析
を
紹
介
し
、
多
数
の
無
人
機
が
蜂
の
群
れ
の

よ
う
に
目
標
を
襲
う
よ
う
な
手
法
が
「
未
来
の
重
要
な
攻
撃
形
態
に

な
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
中
国
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
お
よ
び
Ａ
Ｉ
関
連
技
術

の
発
展
お
よ
び
「
デ
ジ
タ
ル
一
帯
一
路
」
の
拡
充
は
、
中
国
の
軍
事

力
増
強
に
密
接
に
関
係
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　

中
国
の
軍
事
力
増
強
は
き
わ
め
て
速
い
。
た
と
え
ば
、
極
超
音
速

兵
器
の
開
発
で
あ
る
。
米
国
が
極
超
音
速
兵
器
の
試
験
に
完
全
に
成

功
し
て
お
ら
ず
、
中
国
が
先
に
配
備
に
こ
ぎ
着
け
た
背
景
に
は
、
大

き
く
二
つ
の
理
由
が
あ
る
。
一
つ
は
、
同
じ
極
超
音
速
兵
器
と
い
い

な
が
ら
、
求
め
る
も
の
が
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。
Ｄ
Ｆ—
17
は
、
主

と
し
て
中
国
に
接
近
す
る
米
海
軍
空
母
打
撃
群
を
攻
撃
す
る
た
め
に

開
発
さ
れ
、
そ
の
最
大
射
程
は
二
五
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
分
析
さ

れ
て
お
り
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
る
速
度
は
マ
ッ
ハ
五
〜
一
〇
程

度
で
あ
る
。
一
方
の
米
国
の
開
発
当
初
の
目
的
は
、
世
界
中
の
あ
ら

ゆ
る
地
点
に
対
し
て
、
米
国
本
土
か
ら
一
時
間
以
内
に
攻
撃
で
き
る

Ｐ
Ｇ
Ｓ（Prom

pt Global Strike

）計
画
で
あ
る
。そ
の
た
め
、タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
速
度
は
マ
ッ
ハ
二
〇
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
極
超
音

速
飛
翔
体
は
、
高
速
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
空
気
力
学
的
に
安
定
さ
せ

る
こ
と
が
難
し
く
な
る
。
速
度
が
上
が
れ
ば
、
圧
力
に
よ
っ
て
本
体

が
高
温
に
な
る
た
め
、
材
料
工
学
的
に
も
高
い
技
術
が
求
め
ら
れ
る

の
だ
。

　

も
う
一
つ
の
理
由
は
、
中
国
が
共
産
党
一
党
統
治
に
よ
る
権
威
主

義
的
国
家
で
あ
る
こ
と
だ
。
共
産
党
の
命
令
に
よ
っ
て
、
国
内
の
す

べ
て
の
金
銭
的
、
人
的
、
技
術
的
資
源
等
を
特
定
の
分
野
に
投
入
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
中
国
は
、
常
に
米
国
と
ロ
シ
ア
（
過

去
に
は
ソ
連
）
の
軍
事
的
介
入
を
恐
れ
て
き
た
。
中
国
に
と
っ
て
、

大
国
に
軍
事
的
介
入
を
思
い
止
ま
ら
せ
る
た
め
の
抑
止
は
死
活
的
に

重
要
だ
っ
た
と
言
え
る
。
一
九
五
〇
〜
七
〇
年
代
、
中
国
は
弱
者
の

選
択
と
し
て
戦
略
核
兵
器
の
開
発
に
資
源
を
集
中
し
て
き
た
。
経
済

発
展
を
遂
げ
た
中
国
は
、
米
国
の
対
中
軍
事
力
行
使
を
思
い
止
ま
ら

せ
る
べ
く
、
戦
略
核
兵
器
だ
け
で
な
く
、
中
距
離
核
兵
力
お
よ
び
通

常
兵
力
に
つ
い
て
も
、
民
間
企
業
が
外
国
企
業
か
ら
得
た
技
術
を
含

む
国
内
の
資
源
を
集
中
し
て
、
開
発
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

　

中
国
は
、
現
段
階
で
は
、
米
国
と
の
戦
争
に
勝
利
で
き
な
い
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
米
国
を
牽
制
し
抑
止
し
よ
う
と
す
る
の
で

あ
る
。
中
国
は
、
二
〇
五
〇
年
前
後
に
米
国
に
比
肩
す
る
軍
事
力
を

保
有
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
中
国
の
軍
事
増
強
は
ま
だ
ま

だ
続
き
、「
軍
民
融
合
」
に
よ
る
最
新
技
術
の
武
器
開
発
へ
の
導
入

も
加
速
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
●




